
手話言語の普及及び障害の特性に応じたコミュニケーション手段の利用の

促進に関する条例に基づく取組について 

 

 

 

１ 平成 30 年度第 3回愛知県障害者施策審議会専門部会の開催について 

 

○ 開催状況 

・日 時 平成 30 年 11 月 22 日（木）午後 2時～4時 

・場 所 愛知県本庁舎 6階 正庁 

・出席者 岩間委員、岡田委員、金政委員、亀井委員、黒田委員、中島委員 

永田部会長、西尾委員、服部委員、古家委員、牧野委員、宮川委員、 

安田委員（13 名） 

 

 

○ 議題及び報告事項 

・議題 
 （１）普及啓発事業のリーフレットについて（別紙１－１、リーフレット（案）） 
（２）普及啓発事業のイベントについて（別紙２－１、２－２） 
（３）来年度の普及啓発事業について（別紙３－１、３－２） 

 ・報告事項 
 （１）全庁職員向け筆談講習会について 
 （２）第２期愛知県特別支援教育推進計画（愛知・つながりプラン 2023）策定の概

要について 

 
 
○主な内容及び意見は、別紙１－１及び３－１ 
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普及啓発事業のリーフレットについて 

 

○ 検討内容 

 ・リーフレットたたき台全般について（別紙 1-2） 

 

○ 検討結果 

 ・ 委員意見を踏まえ、現在修正案を作成中。年内に委員に意見照会を再度行い、部

会長と検討のうえ、リーフレットを作成（平成 31 年 1 月中旬）。 

 

 

 

《専門部会における主な意見》 

 

・ 障害者の「雇用」と「採用」という言葉が出てくるので、整理した方が良い。 

・ 表紙の「愛知県では～条例を制定しました。」の文字はもっと読みやすくしてほし

い。 

・ 障害者雇用の助成金制度のところ、枠がはっきりしていないので、わかりやすく

してほしい。 

・ ３つのファーストステップのステップ１は「とにかく」ではなく、「まず」採用し

てみる、としてほしい。 

・ ステップ２と３を入れ替えて、本気でその人「が十分活躍できる」舞台を用意す

る、としてほしい。 

 ・ ３つのメリットのメリット２のところ、生産性の向上に繋がるのではなく、職場

の活性化などに繋がる、としてほしい。 

 ・ 障害者雇用率制度のところ、国・地方公共団体等の雇用率も入れるべき。 

 ・ 様々な障害特性のところ、障害をある程度分類して並べてほしい。 

 ・ 全体の色合いについて、読みやすいように工夫してほしい。 
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普及啓発事業のイベントについて 

 
 
○ 検討内容 

  情報のユニバーサルデザイン普及セミナー（仮称）の第２部において、３団体から

条例の普及をテーマにセミナーを開催するが、その団体の選定について（別紙 2-2） 

 
○ 検討結果 

 ・ 名古屋ライトハウス、愛知盲ろう者友の会、愛知県難聴・中途失聴者協会の３団体

に決定。 
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イベントについて 

 

１ 情報のユニバーサルデザイン普及セミナー（仮称） 

（１）開催の趣旨 

   手話言語・障害者コミュニケーション条例に基づき、民間企業における「色覚の多

様性」及び「カラーユニバーサルデザインの必要性」の理解の促進を図り、カラーユ

ニバーサルデザインに配慮した印刷物作成や商品開発に資するセミナー（メディア･

ユニバーサル･デザイン協会）とともに、多様な障害の特性に応じた手話言語・コミ

ュニケーション手段の普及啓発を図るセミナーを開催する。 

   ２部構成とし、第１部でカラーユニバーサルデザインの普及、第２部で手話言語・

障害者コミュニケーション条例の普及をテーマとする。 

（２）開催時期 

   平成３１年１月中旬～２月上旬 

（３）会場 

   「ウィンクあいち（名駅）」、「ウィルあいち（東大手）」など 

（４）定員 

   １００名 

（５）時間 

   全体：４時間程度 【第１部】２時間～２．５時間 

            【第２部】１時間～１．５時間 

（６）団体の選定 

   １団体２０分～３０分で、３団体 

   第１部の趣旨から視覚障害の関係を優先 

 

 

２ その他 
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来年度の普及啓発事業について 

 
 
○ 検討内容 

  リーフレットについて、どういう方向性で作成するか（別紙 2-3） 

  （「あいち健康福祉ビジョン 2020」の目標年度である 2020 年度までの方向性を決め

て、それを繰り返していくことを基本とする。事務局としては、障害者雇用のテーマ

でセカンドステップに進めたい。） 

 
○ 検討結果 

 ・ 今後、リーフレットの意見照会をする中で検討を進めていく。 

 
 
 
《専門部会における主な意見》 

 

・ 地域向けのリーフレットにしたらどうか。 

・ サービス事業者（スーパー、コンビニ、喫茶店、銀行など）向けのコミュニケー

ション支援シートのようなものはどうか。 

・ リーフレットの作成ではなく、例えば鳥取県のようにＴＶコマーシャルを作ると

いうのはどうか。 
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来年度（2019 年度）の普及啓発事業について 

 

１ リーフレットの方向性 

（１）これまでの経緯 

   平成 28 年度 条例説明のリーフレット 

   平成 29 年度 子供向けのワークシート 

   平成 30 年度 企業向けのリーフレット（障害者雇用をテーマに） 

 

（２）２０１９年度は 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ イベント 

（１）あいちアール･ブリュット障害者アーツ展 

   2019 年 9 月 11 日（水）～9月 16 日（月・祝） 

 

 

 

（２）その他 
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